
2013.06.22

全史料協組織問題アンケートまとめ

今年 2月以降実施してきた組織問題アンケートの回答結果を整理したものです。
選択肢のある質問の回答数を，グラフ化して結果を示しました。

理由・提案・自由意見など，記述式設問への回答については，公開許諾手続きが済み次第，追って，会員各位に提示できるよう

にいたします。

全国歴史資料保存利用機関連絡協議会事務局

問 1 会員歴

1

10 6

16 11

7 4

3 13

1

機関会員 個人会員

31年以上

21～30年

11～20年

6～10年

5年以下

無回答

※数字は回答数を示す。以下同じ。

問 2（個人のみ） 2012年の参加・活動内容（複数回答可）

1

1

9

9

17

19

11

7

6

事務局運営を担当

委員会活動を補助した

委員会等の運営への支援

会誌等、当会出版物に寄稿

関東部会もしくは近畿部会の例会に参加

総会・大会に参加

調査・研究委員会セミナーに参加

東日本大震災臨時委員会の救援活動に参加

いずれでもない

問 2（機関のみ） 問 3（個人のみ） 会の活動目標

21 20

12 6

5 8

活動目標を
堅持すべき

現在の活動目標に加えあらたな目標を設けるべき

新たな活動目標を検討すべき

問 4 会の運営に相応しい体制は

10 5

9 8

12 12

2

7 7

運営をスリム化するため、事務局を
「総括」「研究・大会」「広報」の３つに集約する

運営をスリム化するため、事務局を１つに集約する

現行組織のまま維持

目標を達成するために運営体制を拡大する

その他

問 5（機関のみ） 今後委員会事務局を引き受け可能か

現状でも可能 状況が整えば可能 担当できない

2 5 31

問 5（個人のみ） 委員長・委員を引き受け可能か

現状でも可能

現状でも可能，状況が整えば可能

状況が整えば可能 担当できない

8 1 14 11

問 6 事務局・委員選定方法について

12 10

7 3

8 7

10 14

新会長事務局が連絡・調整を行いつつ、
事務局、委員を指名

前委員会事務局、委員がそれぞれ後任を指名

公募方式をとる

その他

問 7 総会・大会開催時期について

3 5

1

8 3

25 25

1

年度当初（ 4～ 6月）

年度当初（ 4～ 6月）／夏期（ 7～ 9月）

夏期（ 7～ 9月）

↑現行の時期（10～12月）年度末（ 1～ 3月）

問 8 総会・大会の内容について

17 15

15 12

2 6

6 12

3 1

1

現行のまま

研修会をより充実すべき

研究会をより充実すべき

研修会を縮小もしくは廃止すべき

研究会を縮小もしくは廃止すべき
その他

問 9 会員拡大のための取り組み

10 20

9 5

23 19

9 7

9 4

組織や知人への日常の働きかけ

会誌の充実 ↓ webページ等の充実や情報の公開

説明資料（webサイト・パンフレット等）の充実

その他

※問 8と問 9は複数選択可の設問であるが，各選択肢を選んだ
回答者の数を単純にグラフ化した。


